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水素貯蔵ｼｽﾃﾑ
t％ / 体積

２０３０年頃
本格商用化

２０２０年頃
普及初期

２０１５年頃
普及開始

現在（2010年度初頭時点）

技術実証

水素貯蔵
技術の

現状・成果と

高圧貯蔵容器技術が中心
・材料・製造技術による低コスト化
・高圧貯蔵容器の安全性の検証
・水素貯蔵材料の高性能化 等

技術の複合化による
最適貯蔵ｼｽﾃﾑの達成
・飛躍的な低ｺｽﾄ化の達成
・軽量・ｺﾝﾊﾟｸﾄ・高耐久で安

高圧貯蔵容器技術を中核に
他の貯蔵技術も複合化
・量産化による低コスト化
・貯蔵容器のコンパクト化・軽量化

高圧水素貯蔵技術の進展によ
り、公道で500km走行を達成

水素貯蔵量3%（世界トップレ

wt％ / 体積
（貯蔵量5kg相当の場合）

水素貯蔵容器コスト*
5 wt% / 178Ｌ

約300～500万円

5.5 wt％ / 125L
100～200万円

6 wt％ / 100 L
数10万円程度

7.5 wt％以上 / 70L以下

10万円程度

主な課題
水素貯蔵材料の高性能化 等

・新規貯蔵材料探索 等
軽量 ｺﾝﾊ ｸﾄ 高耐久で安
全な水素貯蔵容器の実現

貯蔵容器のコンパクト化 軽量化
・仕様の標準化

貯蔵
ベル）の合金開発目途

【2015年に向けての課題】 【2020年に向けての課題】
容器の

【2030年に向け 用途別の

技術の複合化 技術の複合化

350気圧容器は、例示基準
制定、実用化段階。圧縮水素容器

(車載用複合容器)
700気圧容器は個別認可による
車両搭載、開発・実用化段階。

・広範なﾗｲﾅｰ材料の検討
・容器劣化・損傷探知 技術、
非破壊検査技術 等）

・水素脆化対応材料
・容器付属品の低ｺｽﾄ化・
高性能化 等

【 】
・ﾗｲﾅｰ材の最適化・高強度化
・炭素繊維の低ｺｽﾄ化・
ﾘｻｸﾙ技術

・最適設計によるﾗｲﾅｰ、
CFRPの薄肉化

・規制見直し、量産による低ｺｽﾄ化

容器の
仕様の
標準化

【 年 向け
ての課題】

・更なる低ｺｽﾄ化
（最適設計、
生産技術）

用途別
最適水素
貯蔵ｼｽﾃﾑ

液体水素容器
（4気圧）

9ｗｔ％
BOG*：1-2％/日、 開始時間：100h
【2015年に向けての課題】
・BOG対応技術
・大型車両用容器の開発

実用段階
5 wt%
BOG*：3-6％/日、開始時間30h

乗用車用ハイブリッド容器
（350気圧） 【2015年に向けての課題】

水素貯蔵材料容器 【2020年に向けての課題】

大型車両
への展開*BOG:ﾎﾞｲﾙｵﾌｶﾞｽ

3~4 wt% 4~5 wt%

17wt%
BOG*：0.5-1％/日、 開始時間200h
【2020年に向けての課題】
・BOG対応技術の高度化

複合容器

成果の適用
成果の適用 成果の適用

水素吸蔵合金

水
素
貯

（350気圧）
開発・試用段階 2.5 wt%

【2015年に向けての課題】
・低ｺｽﾄ化、高耐久性
・熱交換器の軽量・高性能化
・合金飛散防止・振動対策・安全技術

（貯蔵材料内蔵）

TiCrV系BCC合金３％目途。

系等 新規合金材料開発

貯蔵密度6~9mass％級
【2020年に向けての課題】

貯蔵密度3~4mass％以上
【2015年に向けての課題】

小型貯蔵材料容器（30気圧）
試用段階

【 年 向け 課題】
・安全性、信頼性向上
・容器、熱交換器の軽量
化・ｺﾝﾊﾟｸﾄ化

・例示基準検討 等

水素吸蔵・放出

充填圧力
の低圧化

複合容器
並みの低
ｺｽﾄ化

（注）*

無機系材料

貯
蔵
材
料

リチウム系等の高貯蔵密度材料
に関する基礎研究が進展。

Mg系等の新規合金材料開発
が進展。

【2020年に向けての課題】
・水素吸蔵・放出速度性能の向上
・劣化対策、耐久性向上、組成最適化
・低コスト化、リサイクル 等

【2015年に向けての課題】
・水素吸蔵・放出速度性能向上
・劣化対策、材料組成の最適化
・新規材料探索 等

水素貯蔵メカニズム解明等基盤研究によるブレ クスル

水素吸蔵 放出
性能が高く、ｺﾝ
ﾊﾟｸﾄな水素貯
蔵材料の実現

成果の適用

（注）*
水素貯蔵容器コストは、車両1台に搭載される貯蔵シ
ステム（複数容器の場合はその合計）について、各
時期に想定される生産規模でのコストを示す。

水素貯蔵メカニズム解明等基盤研究によるブレークスルー
革新的な水素貯蔵材料・貯蔵システムの検討・開発
（活性炭・CNT等の高貯蔵密度材料 等）


